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 要 旨   
 メタボリックシンドロームは冠動脈性心疾患と 2 型糖尿病リスクのある個人を同定する

のに効果的な基準であると考えられている。喫煙の中止がメタボリックシンドロームリス

クを増加させる可能性があるという仮説を検証するため、飲酒習慣を考慮に入れた追跡調

査をある 1 つの健康診断機関で行った。被験者は聖隷三方原病院の病気予防・健康診断施

設に 2003 年 1 月から 2006 年 12 月に年次健康診断で受診した人とした。このうち、初年

度にメタボリックシンドロームでないとされた 5872 名の喫煙者（5479 名男性、93.3％）

を選んだ。長期間の追跡調査の間、喫煙状態とメタボリックシンドロームリスクの関係を

評価した。喫煙をやめなかった人に比べ、喫煙をやめた人では連続 2 年間でメタボリック

シンドロームの補正ハザード比が有意に上昇していた（HR=2.09、95%CI:1.43-3.04、
p<0.001）。また、喫煙をやめた人の中でも、初年度に飲酒習慣があった人ではメタボリッ

クシンドロームの補正ハザード比がより高かった（HR=2.42、95%CI:1.48-3.94、p<0.001）。
さらに、追加の 1、2 年間の追跡調査によってこのようなメタボリックシンドロームリスク

の有意な上昇が一時的であることが明らかになった。本研究では、喫煙の中止が有意にメ

タボリックシンドロームリスクを上昇させ、特に飲酒者でこれが顕著であることがわかっ

た。喫煙中止のこの有害な影響は短期間のものであるが、この有害な影響に喫煙をやめた

人をさらさないためにも、アルコール中止の介入を含む措置を取るべきではないかという

ことを本結果は示唆している。これらの結果を確認するためにさらなる研究が必要である。

 

 




